
829.12 当該値

14.2 15.4 16.8

※民間事業者平均値は当該団体が所属する標準原価ブロックの民間平均値

432.95 434.94 450.04 平均値 18.3 18.1691.42 685.63 716.99 平均値 410.24 419.69平均値 726.81 732.40 597.00 692.33 756.79 平均値 664.80 682.89

803.08 814.03 852.51 870.82

H30 R01

863.90 当該値 531.70 544.38 565.60 575.82

R01 R02 R03H30 R01 R02 R03 R04 R02 R03 R04R04

20.2575.11 当該値 20.7 20.6 17.5 19.5

2. 経営の効率性

全体総括

　全体の指標から、横浜市の経営状況はおおむね健全
な状態であると考えられます。
　しかしながら、短期的にはコロナ禍からのお客様の
ご利用の回復傾向が見られる一方で、人口減少や少子
高齢化、人々の行動様式の変容、物価の高騰に加え、
運転手をはじめとした人材不足など、中長期的には厳
しい経営環境が続くものと想定されます。
　将来にわたり市民のみなさまに安全で確実な交通
サービスを提供し続けるため、安定した経営基盤の確
立に向け中期経営計画を推進してまいります。

H30 R01 R02 R03 R04

　①及び④については、前年度に比べ利用者数が回復
していることから効率性は改善しています。
　①走行キロ当たりの収入、②走行キロ当たりの運送
原価、③走行キロ当たり人件費及び④乗車効率のいず
れも、運行エリア等諸条件が異なることから単純比較
はできないものの、平均値より高い傾向にあります。
　なお、横浜市では、民間事業者と同水準の給料表を
導入しています。

R01 R02 R03 R04 H30 R01

当該値 801.12 801.78 686.65 778.73

H30

76.0

■平均値⑤ 14.7 14.2 23.4 23.9 20.6

54.6 平均値 77.4 74.9 74.5 75.49.6 平均値 23.3 29.5 53.27.5 9.6 10.3

■平均値⑥ 182.9 190.5 244.7 231.7 214.7

77.42.4 2.1 3.2 6.1 6.2 当該値 83.9

■当該値⑥ 160.9 161.9 197.5 186.3

3.5 3.3 11.0 10.5 10.7 当該値1.5 1.3 1.6 3.2 3.6 当該値

56.9173.0 平均値 8.0

■当該値⑤ 79.8

R02 R03 R04 H30 R01H30

80.878.0

2. 経営の効率性について

155.3 154.2 126.8 108.4 107.1 平均値

R02 R03 R04R04 H30 R01R02 R03

17.3 22.3 20.1191.2 当該値 0.0 0.0

34.8 35.1 58.4 66.5 64.7

195.6 184.080.7 88.7 95.4 当該値 241.1 244.9

93.2 89.9 71.4 76.9 83.4 平均値

R04

平均値 102.4 98.5 83.7 89.7 96.8 平均値

R04 H30 R01 R02 R03R04 H30 R01 R02 R03H30 R01 R02 R03

※民間事業者の有無とは、行政区域内で民間バス事業者が運行しているかどうかを指す。 分析欄

1. 経営の健全性 1. 経営の健全性について

①経常収支比率は、乗車料収入の増加及び人件費の減
少等による費用の減少により、前年度比6.9ポイント
増の101.3％となり、健全経営の水準とされる100％を
上回っています。
②営業収支比率は、①の経常収支比率と同様の理由に
より、前年度に比べ改善したものの、健全経営の水準
とされる100％を下回っています。
③流動比率は、依然として100％を大きく上回ってお
り、短期的な支払能力については健全性を維持してい
ます。
④累積欠損金比率は、純利益を計上したことから、欠
損金が減少し、比率が改善しています。
⑤利用者１回当たり他会計負担額は、依然として平均
値と比べ低い傾向にあります。
⑥利用者１回当たり運行経費は、依然として平均値と
比べ低い傾向にあります。
⑦他会計負担比率は、前年度比0.4ポイント増の3.6％
となりましたが、赤字補填を目的とした任意補助金は
受け取っておらず、他会計負担比率も低い水準にある
ことから独立採算を維持しています。
⑧企業債残高対料金収入比率は、これまで企業債の発
行を抑制してきたことから、平均値と比べ低い傾向に
あります。
⑨有形固定資産減価償却率は前年度比3.1ポイント増
となり、施設及び車両の減価償却が進んでいることか
ら、計画的な施設及び車両の更新が必要となっていま
す。

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 102.7 101.3 84.4 94.4 101.3 当該値 99.6 98.6

職員数（人） 管理の委託割合（％） 民間事業者の有無 地域公共交通計画策定の有無

1,430 17.0 有 無

653,193

- 517.1 22,584 820

107,902 112,278

資金不足比率（％） 営業路線（km） 年間走行キロ（千km） 在籍車両数（両） 他会計負担額（千円） 297,442 269,005 337,898

法適用 交通事業 自動車運送事業 自治体職員 年間輸送人員（千人） 125,362 126,330 104,397

692,047

経営比較分析表（令和4年度決算）
神奈川県　横浜市

業務名 業種名 事業名 管理者の情報 H30 R01 R02 R03 R04
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